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様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 153 ha

交付期間 0.499

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

確定

見込み ●

確定

見込み ●

確定 ●

見込み

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

●

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

本事業により、地元を主体としたまちづくり活動が活発化し、継続的なまちづくりの気運・基盤が発現している。

 ５）実施過程の評価

実施内容 実施状況 今後の対応方針等

モニタリング

指標１について商工労政課・都市計画課が実施する歩行者通行量の
モニタリングを実施
指標２について推計人口によるモニタリングを実施
指標３についてまちかどアンケートによる満足度のモニタリングを実施

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

持続的なまちづくり
体制の構築

地区商店街と連携し、今後の道路空間の利活用に向けた検討組織を
立ち上げた。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

引き続き、組織の活動を継続する。都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた
指標１については毎年度の商工労政課・都市計画課が実施する歩行者通
行量調査により確認する
指標２については推計人口により確認する。
指標３については次期計画策定時のまちかどアンケートにより確認する。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

アンケート設問36門中、平成27年度時点と
比較可能な27設問において、「まちを楽しく
ぶらぶら歩けるか」や「まちの美観」など数
値が向上した項目と「駅周辺整備状況」や「
まちづくり活動」など数値が減少した項目数
はほぼ同数だが、27設問の満足度の平均
値は向上している。

ー

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

道路整備に当たり、基本設計の段階から地元商店街等と協議を重ね、
形態、デザイン、色、工事日程等を決定した。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

引き続き、必要に応じて同様の住民参加プロセスを事業に取り入れる。都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

その他の
数値指標2

アンケートのその他の項目 - 3.57 H27 3.58

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

その他の
数値指標1

レンタサイクル利用者数 人 4,181 H29

指　標
従前値 目標値 数　　値 目標

達成度

4,726

レンタサイクルの浸透により、従来の歩行
者が自転車利用者として転換している、もし
くは自転車を利用して地区内を移動する来
街者の増加が考えられる。

ー

×

道路整備や点字ブロックの設置により、地
区全体の魅力向上が図られたものの、「高
まった」の回答比率が半減したことが主な
要因となり、達成には至らなかった。一方、
アンケート設問36門中、平成27年度時点と
比較可能な27設問において、「まちを楽しく
ぶらぶら歩けるか」や「まちの美観」など数
値が向上した項目と「駅周辺整備状況」や「
まちづくり活動」など数値が減少した項目数
はほぼ同数だが、27設問の満足度の合計
は向上していることから、一定の事業効果
が発現していると判断する。

次期計画評価時指標３
アンケートによる中心市街
地の取組みについての満
足度

- 3.5 H27 3.5

指標２ 地区内人口 人 7,619 H29 6,950

R6 3.4

進行中の事業による一時的な歩行者通行
量の減少により達成に至らなかったが、レ
ンタサイクル利用率は向上しており、自転
車利用への転換がはかられたことによる観
光客の自転車通行量が増加したと考えられ
る。また、商店街の道路舗装を再整備した
ことで、路面の凹凸解消や景観向上など、
快適な歩行者空間に改善され、福祉の向
上にもつながった。これらにより、これまで
通行していなかったと推測される高齢者や
車いす利用者、自転車利用者を商店街に
誘導することが可能となった。

令和7年3月

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

R6 6,927 △

　達成には至らなかったが、市街地再開発
事業の伊勢市駅前Ｂ地区及び中心市街地
活性化区域において賃貸住宅の入居実績
があったことが人口減少を抑えられた要因
の一つと考えられる。今後、市街地再開発
事業の伊勢市駅前Ｃ地区による住宅供給
が行われる。

令和6年度

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値 数　　値

新たに追加
した事業

高質空間形成施設（宮後浦口線）
関係商店街の合意が得られたことから、周辺道路と同様に景観に
配慮した舗装に改修する事業が追加となった。

指標1を変更する。（伊勢銀座新道の通行量増加を見込んで、28
人を加えた数値に変更）

地域創造支援事業（立地適正化計画推進事業-都市計画区域(伊勢市のみ））
事業活用調査（都市再生整備計画事後評価）

【地域創造支援事業（立地適正化計画推進事業-都市計画区域(伊
勢市のみ））】
見直しのタイミングとなり、事業が追加となった。
【事業活用調査（都市再生整備計画事後評価）】
本事業の事業効果を評価するために追加となった。

影響なし。

指標1
商店街及び伊勢市駅周辺
の歩行者数

人 3,752 H29 3,780

交付期間
の変更

平成31年度～平成35年度 交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

R6 2,957 △

 １）事業の実施状況

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

地域生活基盤施設（伊勢市駅北口駐輪場）
高質空間形成施設（宮後１丁目１号線、鳥羽松阪線、岡本吹上線ほか2線）

地域創造支援事業（連絡経路整備事業-伊勢市駅前地区、商店街等振興対策事業-中心商店街、空家対策事業-中心市街地活性化区）

事業名 削除/追加の理由 削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

指標2を変更する。（令和5年の推計値を令和6年の推計値に変更）
令和元年～令和6年度

指　標

三重県 市町村名 伊勢市 地区名 伊勢市中心市街地活性化区域地区

令和元年度～令和6年度 事後評価実施時期 令和6年度 交付対象事業費 440.5

当初計画
から

削除した
事業

地域生活基盤施設（伊勢市駅北口駐輪場）
用地取得が難航し、計画期間内での事業実施が見込めないため削
除した。

目標から「駐輪場の再整備」を削除

ー ー ー

国費率



様式２－２　地区の概要

　単位：人 3,752 H29 3,780 R6 2,957 R5

　単位：人 7,619 H29 6,950 R6 6,927 R5

　単位：－ 3.5 H27 3.7 R6 3.4 R6

まちの課題の変化

・第一種市街地再開発事業や周辺商店街の道路整備等、駅周辺の交流が促進され、商店街振興対策等により賑わいに繋がった。（課題：高齢化と人口の減少が著しい中心市街地において、人と人との交流が希薄になり、一部の地区を
除き賑わいも無くなっている。）
・道路整備による生活環境の向上や第一種市街地再開発事業による住宅供給により人口減少が抑制された。（課題：中心市街地の空家率が比較的高く、住環境の悪化や活力の低下が懸念されている。）
・伊勢市駅から第一種市街地再開発事業地区への経路整備や、バリアフリー対策により高齢者等全ての人にとって歩きやすい環境が整っている（課題：少子高齢化が進み、これまで以上に高まる多様なニーズに対応した環境整備が求
められている。）

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・市街地における交通利便性の向上を目指し、歩行者だけではなく、自転車利用者にとっても安全で快適な空間の確保、整備を推進する。
・立地適正化計画と整合させ、既存都市機能の維持・拡充や商業施設・子育て支援施設の拡充により中心市街地の活性化を図る。また、それらの機能を支える道路や公園、緑地の整備等を引き続き行い、中心市街地の都市機能や住環
境が向上するよう取り組む。
・バリアフリー化は幹線道路や主要な施設に近い場所だけではなく、市全体で取り組むべきことであることから、今後は市道や生活道路にも波及させていく。

　伊勢市駅周辺の道路の再整備と空家対策・商店街の活性化対策への支援により、
　住環境の向上を図り中心市街地のかつての賑わいを再生する。
　・商店街及び伊勢市駅周辺の活性化を図り、かつての賑わいを取り戻す。
　・空家対策等により区域内の人口減少率を85％（自然増減相当分）に抑える。
　・道路の再整備や空家対策により、住環境の向上を図る。

　商店街及び伊勢市駅周辺の歩行者数

　地区内人口

　アンケートによる中心市街地の取組みについての満
足度

伊勢市中心市街地活性化区域地区（三重県伊勢市）　都市再生整備計画事業の成果概要

目標を定量化する指標 従前値 目標値 評価値まちづくりの目標


